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報告 1 京都における男性対象の相談事業
今井　まゆり（京都市男女共同参画協会）
津止：最初の実践現場からのご報告は、男性対象の電話相談の事
例です。男女共同参画センターの中から、電話相談を受けたり、
カウンセリングをしたり、そういった活動が広がっているわけで
すけれども、京都市の男女共同参画センターで、男性のカウンセ
リングを行なっている取り組みをご紹介したいと思います。京都
市男女共同参画推進協会の今井まゆり様から、レポートをお願い
したいのですけれども。よろしくお願いいたします。
皆さん、こんにちは。京都市の男女共同参画センター・ウィングス京都から
まいりました今井と申します。どうぞよろしくお願いいたします。今日は、男
性支援と男性相談事業についてお伝えをしていきたいと思っております。どう
ぞよろしくお願いいたします。
私が勤めているのは、京都市男女
共同参画センター、愛称がウィング
ス京都といいます。ウィングス京都
は、京都市内にあるので、皆さん、
ご存じかなと思うんですけれども、
聞いたことないとおっしゃる方はい
らっしゃいますか。大丸のちょっと
北の方にあるんですけれども、男女
共同参画センターです。ここに書いてあるように、ウィングス京都は、誰もが
性別に関わらず、個性と能力を発揮し、生き生きと暮らす社会の実現を目指す
男女共同参画社会の推進拠点として平成 6年に設立されました。取り組みとし
て 4つの柱がありまして、講座・セミナーの企画運営、調査研究、そして活動
の場の提供、そして情報提供、そして 4つ目に相談があります。本日は、この
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4 つ目の相談の中から、男性相談の視点から男性支援の可能性についてお伝え
できたらなと思っております。
先の伊藤先生の基調講演にもあり
ましたように、男性支援を考えると
きには必ず男女共同参画の視点が必
要です。では、なぜ、その視点が必
要なのかを少しお話ししたいと思い
ます。1999 年にできた男女共同参画
基本法なんですけれども、男女は互
いに人権を尊重しつつ、能力を十分
発揮できる男女共同参画社会の実現のためにつくられました。ここに実現させ
るための 5つの柱があるんですけれども、1．男女の人権の尊重。2．社会にお
ける制度または慣行についての配慮。3．政策等の立案および決定への共同参画。
4．家庭生活における活動と他の活動の両立。5．国際的協調が挙げられており
ます。この会場に来られている方々は別だと思うんですけれども、おそらく多
くの男性は、この 5つの柱を見ても「いや、別に、自分は困ってないし」と思
うと思います。
実際、私の知り合いの 40 代の男性は、もちろん働いています。妻は自分を
尊重してくれています。自分も妻を尊重しています。嫁姑問題も、妻がなんと
かうまくやってくれています。仕事はあるけれども、責任を持たされて、決定
権も持ちながら仕事をしているわけですけれども、その分、しんどいです。し
んどいけれども、やりがいがあります。その分、妻や子どもたちには負担をか
けていると思うんだけれども、しょうがないと思っているんです。だから、今、
男女共同参画のことを話しても、男女共同参画が必要だと言われてもぴんとこ
ないと言います。多分、彼が特別ではないと思うんです。多くの男性は、そう
いうふうに思うのではないかと思います。
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多くの男性にとって、男女共同参
画は自分事ではないのです。なぜ、
自分のことではないのか。それは、
私たち暮らす社会が、まだまだ男性
を中心とした社会だからです。でも、
この社会の中で生きにくいと感じて
いる男性もいます。そして、生きに
くいと感じている男性は少数派・マ
イノリティーです。では、マイノリティーな男性はどんな人かなと考えたとき
に、上司の理解を得られないままに育児休業を取った男性であったり、今日の
テーマでありますような介護に参画している男性、介護のため離職した男性、
そして、先ほどの和田さんも主夫とおっしゃっていたが、主夫という立場もま
だまだマイノリティーであると思います。個人の価値観やライフスタイルは、
世の中がどんどん変わってきて、変化しているのにも関わらず、世の中の慣習
や価値観が変化していないと考えています。
では、この世の中で女性はどうな
のかと考えてみると、男性中心社会
の中では女性であるだけで女性はマ
イノリティーであると私たちは思い
ます。でも、あらゆる女性は女性で
あるが故の生きづらさに対し声を上
げて、それを運動にしていった、ムー
ブメントになっていった、そういう
女性解放運動というものがあったんですけれども、それらがムーブメントにな
り社会を動かしたという事実があると思います。男性の問題も社会にいろいろ
と存在しているのに見えないのはなぜかということです。それは、ここに書い
てあるように、男性が語らないから見えないのではないかと思います。女性の
問題は、先ほど申し上げたように、女性が言葉を持つことによって社会に発信
してきたように、男性も自分の問題を自分自身で語ることによって可視化され
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て、そうすることで問題解決の糸口が見えてくるのではないかなと私は思いま
す。
では、なぜ男性は語らないのか、
語れないのか、先ほど、男女平等参
画社会の実現のための 5 つの柱があ
りました。人権の尊重であったり、
社会における制度、それから慣行へ
の配慮や家庭生活と他の活動との両
立などのさまざまな視点が必要です。
「男は弱音を吐くべきではない」とか
「強く、たくましく」というふうに、ずっと言われてきました。「男たるもの、
一家を養うべき」とか「男は我慢」などの、先ほど伊藤先生の話にも出てきま
した、男らしさの呪縛からの解放がまず必要であると思います。
男性支援と男女共同参画の関係に
ついて少しお話しできたところで、
次にウィングス京都で、私どもがお
こなっている男性相談についてお話
ししていきます。ウィングス京都で
は、平成 18 年から男性のための相談
を開始いたしました。これは、男性
カウンセラーが面接を行なってやっ
ております。お一人 50 分の枠で、始めた当初は月 2回、1日 3枠ということで、
月 2回ですので 6枠、年間で 72 枠を取ってやらせていただきました。現在、
相談件数は、平成 24 年度で 121 件ありました。平成 18 年度、始めた当初から
割と新聞等で取り上げていただきましたので、当初から予約はほぼ埋まる状態
でしたが、当日になると 3割ほどがキャンセルで、当日、来られないというこ
とでした。ということは、電話をかけて予約を取るんですけれども、予約を取
られても当日になると不安で来られないという方が多いです。男性にとっても、
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相談室というものはとても敷居が高いというふうに聞きます。その後、利用者
が増え続けて、1～ 2カ月先でしか予約が取れない状態が続きましたので、こ
れではいけないと平成 23 年度から月 4枠、年間でいうと 144 枠に調節させて
いただきました。それも、同じく予約がほぼ埋まる状態です。当日のキャンセ
ルも、今は 1割 5分くらいから 2割弱で落ち着いている状態が続いております。
これらを見ても、ウィングス京都の中でやっている電話相談、面接相談は定着
しつつあるのかなと思います。
ちなみに、男性相談を行なっている近隣の公的なセンターなのですが、大阪
市のクレオ大阪北さん、そこは男性の面接相談と電話相談をされています。そ
して、奈良県の女性センターで面接相談をされています。こちらも、電話もさ
れています。あとは、和歌山と兵庫県は電話相談のみというふうに聞いており
ますので、女性が相談できる場に比べて、男性が相談できる場はとても少ない
と言えると思います。
では、男性相談で、男性は何を語っ
ているのかです。本当に、男性は自
分のことを話しません、なかなか話
さないです。面接相談ですので、継
続につながっていくこともあるんで
すけれども、初回にはほとんど本音
は出てきません、たどり着けない状
態です。3回目にして、やっと本音が
見えてくるような感じです。それは、彼らがこれまで自分というものを語るこ
とをしてこなかったところもありますし、他者に、例えばカウンセラーに、相
談に来ているにも関わらず弱みを見せない、見せたくないとか、あとは自分で
自分の弱さを認めたくないということが考えられます。語る内容はとても大変
で、切羽詰まられている、大変なことであるにも関わらず「どうっていうこと
ないんですけどね。こんなこと、よくあるとは思うんですね」みたいに、起こっ
ている事柄に対してとても冷静でいる自分を演じているふうにも見えます。
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では、私たちがやっている男性相
談の役割はどういうものなのかです。
例えば、クライアント・相談者が相
談室に予約のための電話をかけてき
ます。電話で予約を取って、予約の
日に相談に来ます。相談は 1 回で終
わらずに、次回ももう少し続けましょ
うかということで相談を継続させる、
これらの個々のステップに、私たちが丁寧に寄り添って、その問題に主体的に
取り組んでいけるようにサポートすることだと思っています。私たちが行なう
サポートの中で効果的なアプローチとして、男性中心社会の中で生きづらいと
感じている男性は、自分の中にジェンダーというのがまだある、男性の鎧をた
くさん着込んだままであります。自分の中にそういうジェンダーがあるんだと
いうことに気付いてもらうということと、あとは、今、起こっている問題を外
在化させていくことが、主体的に問題解決に関わっていくことに大きく影響す
るかと思います。
主訴というのは、私はこういうこ
とで悩んできましたという、初回に
カウンセラーに伝える私の問題とい
うものですが、ここで、男性相談の
主訴の変化を、過去のものを見てき
ます。ここでは 23 年度と 24 年度を
並べていますが、平成 18 年度から 23
年度までのグラフはほとんど変わり
ません。というか、24 年度までほとんど一緒です。ずっとこの主訴は、夫婦、
男女が 50％以上です。このグラフからはちょっと読み取れないんですけれど
も、私のほうでもう少し詳細に調べてみますと、夫婦、男女のことという中に、
DV・ドメスティックバイオレンスを語られたケースが、平成 23 年度は 15％、
それが平成 24 年度は 50％というように、1年で 3倍以上になっています。介
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護について語られているかを調べてみたのですが、介護について語られたケー
スというのはほとんどなかったんです。一生懸命、読んだんですけれども、介
護で悩んでいることが主訴というのは出てきませんでした。どういうことが言
えるのかというと、DVについては、ここ数年でドメスティックバイオレンス
が社会問題として認知されてきました。やはり、それが大きく影響しているか
なと思います。このDVには、加害も被害もあります。男性は加害だけでなく、
被害も受けています。DVをテーマにしたドラマが、たくさん放送されるよう
になりました。逆に、介護の問題でドラマ化されたものはあまり知らないし、
介護というものは個人の問題で社会の問題であるという認識が、まだまだ浸透
していないのかなと思います。
そんな中、希望も見えてきていま
す。これが 2 年間の比較なんですけ
れども、今、年齢別を見ていますが、
平成 23 年度までは 30 代が 4 割以上
を占めていました。これは、平成 18
年度から 23 年度まで本当に変わらな
いです。それが平成24年度になると、
50 代だけを見てみると分かると思う
んですけれども、中高年の男性がすごく増加していることが分かると思います。
自分のことをしゃべらない、しゃべりたがらない中高年の男性が語り出したこ
とが、1つは言えるのではないかと思います。これは、相談の現場だけで感じ
ることではなく、昨年、私どもで実施した男性対象講座の中で「男のキャリア
ドック」という講座でも感じることができました。テーマで、働く男性にとっ
て人生における転機はいろいろあると思うんです。結婚であったり、育児であっ
たり、介護であったり、それから異動や昇進もあると思います。それらに伴う
ストレスを自分でどのように乗り越えていくのかについて、講師と一緒にみん
なで話すという講座でした。その講座の中で参加者はいろいろ自分で語られた
わけですけれども、皆さん、本当によく語っておられました。最後のアンケー
トでも満足度がすごく高くて「みんなと話せてよかった」とか「もっと時間が
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欲しかった」というお声も頂きまして、急遽、講座が終わった後、その人たち
で集まってまた話す場、アフター会を持たせていただきました。
男性が語るということに関して少
し希望が見えたところで、男性相談
の課題と方向性についてお話をしま
す。まず、まだ語らない男性が多い
ので、語らない男性を語らせる工夫
は本当に必要だやっていかなければ
いけないなと思っています。そして、
社会の中に潜在化する問題の可視化、
見せていくことです。そして、あとはジェンダーの視点を持った男性相談員、
国のほうでも男性相談の施設なり場をもう少し増やしていこうということで、
ご苦労されていると思うんですけれども、そこにはやはり男女平等、ジェンダー
の視点を持った男性相談員を送り込んでいかなければいけない、いずれしてい
かなければいけないと思います。そして、男のキャリアドック、先ほど説明い
たしました講座の実施で実感したグループアプローチ、グループでいろいろ話
していく、語りに対するアプローチは、今後の新しい方向性として視野に入れ
ていきたいと思っています。
ウィングス京都の男性相談として
の役割は、男性の中でもマイノリ
ティーで生きづらさを感じている
方々の声を拾って、それを社会に届
けること、そこから初めて男性にとっ
ての男女平等参画が見えてきます。
それが、すなわち男性の支援につな
がっていくことになるのかと思いま
す。今回のテーマでもあります介護も、ケアメンという言葉が定着しつつあり
ますけれども、ブームで終わらせないためにも、しっかり私たちが介護は社会
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の問題であるということを発信していけたらと思っております。
以上で、私の報告を終わらせていただきます。ありがとうございました。
津止：ありがとうございました。こういうふうに男性を対象にしたカウンセリ
ングとか、あるいは電話相談などの相談場面が世に存在しているということを
知らない方もいらっしゃるのではないのかなと思います。自分のことも話せず
に、ジェンダー規範に縛られて、なかなか課題を拾い上げることができにくい
ような相談場面に現われるような方々の事例も、男性介護ネットの中でもよく
耳にした話ではなかったかと思います。
